
23
年
間
に
わ
た
り
、
国
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
立
候
補
時
に
は
「
家
庭
生
活
の
改
善
…
雑
用
に

わ
ず
ら
わ
さ
れ
て
い
る
婦
人
に
、
せ
め
て
１
時
間
で

も
２
時
間
で
も
教
養
の
時
間
を
与
え
、
政
治
へ
の
関

心
を
深
め
た
い
。
そ
れ
は
男
性
と
の
対
立
で
は
な
く
、

婦
人
の
地
位
向
上
に
男
性
の
協
力
を
切
望
す
る
も
の

で
あ
る
」
と
訴
え
、
今
日
の
男
女
共
同
参
画
社
会
へ

の
礎
と
も
い
え
る
主
張
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
会
で
は
、
衆
参
両
院
初
の
女
性
委
員
長
（
在
外

同
胞
引
揚
特
別
委
員
長
）
と
し
て
、
戦
後
処
理
問
題

に
献
身
的
に
取
り
組
む
ほ
か
「
売
春
防
止
法
」「
酒

に
酔
っ
て
公
衆
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
の
防
止
法
」

「
母
子
福
祉
法
」「
老
人
福
祉
法
」
な
ど
、
数
々
の
福

祉
政
策
は
「
紅
露
プ
ラ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
わ

が
国
の
社
会
福
祉
を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
島
に
落
ち
た
原
爆
で
、
当
時
見
習
士
官

だ
っ
た
唯
一
の
子
息
を
失
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
争

遺
族
援
護
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
お
人
柄
は
「
終
始
に
こ
や
か
に
し
て
凛
然
。

演
説
は
荘
重
な
口
調
で
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
説
き
、
迫

力
と
説
得
力
が
あ
り
、
重
厚
。
反
面
小
さ
い
問
題
で

も
丹
念
に
追
及
し
、
研
究
を
怠
ら
な
い
勉
強
家
で
あ

っ
た
」
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
徳
島
出
身
の
作
家
三
田
華
子
は
そ
の
作
品
「
阿
波

女
ま
ん
だ
ら
」
の
中
で
「
華
麗
に
勇
敢
に
、
最
高
の

女
の
花
道
を
堂
々
と
ま
か
り
通
っ
た
人
。
そ
し
て
花

の
舞
台
を
後
に
赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た
花

道
を
優
雅
に
去
っ
て
い
っ
た
人
。
こ
れ
が
紅
露
み
つ

さ
ん
で
あ
る
」
と
政
界
引
退
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
偉
大
な
先
達

を
阿
南
市
が
持
っ
た
こ
と

を
誇
り
に
、
秋
の
全
国
大
会

を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
も

の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

８
月
１
日
に
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
㈬
で
す
。
８
月
１
日

㈭
以
降
は
、
７
月
中
に
送
付
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
（
む
ら
さ
き

色
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

㈬
で
す
。
平
成
24
年
度
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
25
年
度

も
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
確
認
で

き
た
方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
認

定
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
保
険
料
の
決
定

通
知
を
８
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

納
付
書
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
方

に
は
、
納
付
書
も
同
封
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

８
０
６
４
）
へ

外
国
人
住
民
の

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

　

７
月
８
日
か
ら
、
外
国
人
住
民

の
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
運
用
開
始
に
伴
い
、
住
民
票
に

住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
へ
は
住
民
票
コ
ー
ド
を
通

知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
つ
い
て
も
交
付
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

電
子
証
明
書
交
付
の

一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

　

認
証
局
の
更
新
作
業
に
伴
い
、

７
月
29
日
㈪
か
ら
30
日
㈫
の
間
、

電
子
証
明
書
発
行
・
失
効
サ
ー
ビ

ス
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
パ
ス
ワ

ー
ド
の
変
更
・
初
期
化
・
ロ
ッ
ク

の
解
除
等
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど

お
り
の
利
用
が
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

阿
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か

ら
設
立
50
周
年
記
念
と
し
て
植

樹
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
陽
光
桜
６
本
、
芝
桜
６
０
０

ポ
ッ
ト
、
山
ハ
ギ
４
０
０
ポ
ッ

ト
（
文
化
会
館
へ
）

●
陽
光
桜
12
本

　

（
牛
岐
城
趾
公
園
へ
）

●
ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
10
本

　

（
那
賀
川
中
学
校
へ
）

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　
本
年
、
10
月
11
、
12
、
13
日
に
「
第
30
回
日
本
女

性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
大
会
」

が
全
国
か
ら
約
２
５
０
０
人
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
今
ま
で
大
都
市
や
県
庁
所
在
地
の

都
市
で
開
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
10
万
人
に
満

た
な
い
地
方
都
市
で
催
さ
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。
そ
れ
だ
け
に「
小
さ
な
都ま

市ち

の
大
き
な
挑
戦
」

に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ぜ
ひ
成
功
に
導
き
た
い
も
の
で
す
。
今
回
の
市
長
通

信
は
阿
南
市
の
初
代
名
誉
市
民
紅
露
み
つ
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
紅
露
み
つ
〔
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
～
昭
和
55

（
１
９
８
０
）
年
〕
さ
ん
は
、
群
馬
県
碓
氷
郡
坂
本

町
（
現
在
の
安
中
市
）
の
上
原
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
の
は
じ
め
、
桑
野
町
出
身
で
、
東
京
で
弁
護

士
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
紅
露
　
昭
氏
と
結
婚
。
昭

氏
は
昭
和
７
年
よ
り
終
戦
ま
で
本
県
選
出
衆
議
院
議

員
と
し
て
５
回
連
続
当
選
。
こ
の
間
、
み
つ
さ
ん
は

代
議
士
夫
人
と
し
て
内
助
の
功
を
果
た
し
、
戦
後
、

夫
、
昭
氏
が
公
職
追
放
に
あ
い
、
昭
和
21
年
４
月
婦

人
参
政
権
に
よ
る
戦
後
初
の
総
選
挙
に
、
夫
の
身
代

わ
り
候
補
と
し
て
立
候
補
し
、
当
選
。
当
時
、
39
人

の
婦
人
議
員
と
と
も
に
、
日
本
初
の
女
性
代
議
士
と

な
り
ま
し
た
。

　
爾じ

来ら
い

、
衆
議
院
議
員
１
回
、
参
議
院
議
員
４
回
と
、

～
日
本
女
性
会
議
に

　
阿
南
の
先
達
を
偲し

の

ぶ
～

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
㈬
で
す
。
８
月

以
降
も
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、

交
付
申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い

　

70
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
「
限
度
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

（
１
カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
入
院
時
の
食
事
代

も
合
わ
せ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
方
で
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
場
合
は
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　
７
月
１
日
㈪ 

申
請
に
必
要
な
も
の　
被
保
険
者

証
、
印
鑑
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
、
入
院
時
の
領
収
書
ま
た

は
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

平
成
25
年
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を

７
月
か
ら
受
付

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
納
付
猶
予
と

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
に
は
所
得
要
件
が
あ

り
、
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
（
30
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
納

付
猶
予
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
）

の
前
年
所
得
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
分
（
平
成
25
年
７

月
分
か
ら
平
成
26
年
６
月
分
ま

で
）
の
免
除
申
請
を
７
月
１
日
㈪

か
ら
受
付
し
ま
す
。

※
前
年
度
分
（
平
成
24
年
７
月
分

か
ら
平
成
25
年
６
月
分
ま
で
）
の

免
除
申
請
の
受
付
は
、
７
月
31
日

㈬
ま
で
で
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　
年
金
手

帳
、
印
鑑

※
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
離
職
票
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

情
報
公
開
･
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
24
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

あぶない !
こんなに事故が

交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

29件（1,107）
1人（    2）
39人（168）

救急 件 数
搬送人員

274件（1,427）
266人（1,357）

火災
件 数
損 害 額

2件（  13）
3,161千円

（8,976千円）
●阿南署管内平成25年５月分合計
　カッコ内は1月からの累計

問
い
合
わ
せ
は　

行
政
情
報
課

（
☎
28

－

９
８
８
５
）
へ

情報公開・個人情報保護の施行状況　（単位：件）

開示
請求

処理
件数

　処理の状況
公開率開示 部分

開示 不開示 不存在
等

情報
公開 53 57 11 32 4 10 91.5％

個人
情報 0 0 0 0 0 0 0％

公開率（%）＝　 開示件数＋部分開示件数　 ×100　　　 処理件数－（不存在等件数）

◆申込資格等　次の①～④に全てに該当する方。
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないな

ど居住に困っていると認められる方。
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の

場合は、入居を指定した日から 3 カ月以内に結婚し、
同居できる方に限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方。
④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと。
◆申込みに必要な書類　

①市営住宅使用申込書（住宅建築課備え付け）。
　※申込書には押印が必要。
②入居希望者全員の住民票。
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票 ( 給

与支払明細書 ) など）。
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類。
◆入居者の選定方法　

①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合
は受け付けできません。

②書類審査後、希望する住宅を 1 つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選

により決定します。
④不正な申込み等が発見された場合は、当選資格を取り

消します。また、申込み後、入居までに同居親族の変
更（出産、死亡を除く）または婚約者が変わった場合
は、その申込みを無効とします。

◆受付日時　７月11日㈭・12日㈮　9:00～17:00
◆抽 選 日　７月25日㈭・26日㈮　※抽選がある場合のみ

◆入居予定日　９月１日㈰
※家賃、敷金、収入基準などさまざまな条件や制約があ

りますので、くわしくは、お問い合わせください。
問い合わせは　住宅建築課（☎22−3431）へ

＜一般募集住宅＞　

住　宅　名 所　在　地 戸　数 間　取

中　川　原 横見町中川原
１ ２ＬＤＫ

１( 単身可 ) ２ＤＫ

西　　　方 長生町西方　 １( 単身可 ) ２ＤＫ

中　　　島 那賀川町中島 ２ ３ＤＫ

次の市営住宅への入居者を募集します。

市営住宅入居者募集
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わ
な
猟
免
許
取
得

補
助
金
申
請
の
受
付

対
象　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す

る
方

・
阿
南
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
平
成
25
年
度
内
に
わ
な
猟
免
許

を
新
た
に
取
得
す
る
方

・
わ
な
猟
免
許
取
得
後
、
狩
猟
者

登
録
を
行
い
、
有
害
鳥
獣
駆
除

業
務
に
従
事
す
る
方

補
助
金
額　
６
５
０
０
円
（
講
習

会
受
講
料
相
当
額
）

定
員　
20
人
（
申
込
順
に
受
付
）

申
請
期
限　
平
成
26
年
２
月
28
日
㈮

申
請
方
法　
申
請
書
（
農
林
水
産

課
備
え
付
け
）
に
必
要
書
類
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
わ
な
猟
狩
猟
者
登
録
証
の
写
し

②
補
助
対
象
と
な
る
講
習
会
受
講

料
領
収
証
の
写
し

③
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
に
従
事
す

る
旨
の
誓
約
書

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
結
果
を

公
表
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
「
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

報
告
書
は
各
支
所
、
公
民
館
、
各

住
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
ま
た
阿
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共
同
参
画

室
（
☎
22

－

７
４
０
１
）
へ

野
球
の
ま
ち
阿
南

ま
ち
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

～
野
球
グ
ッ
ズ
の
展
示
会
～

日
時　
７
月
23
日
㈫
～
８
月
18
日

㈰　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

※
月
曜
日
は
休
館

場
所　
阿
南
光
の
ま
ち
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
プ
ラ
ザ

展
示
物　
第
48
回
東
四
国
国
体
優

勝
チ
ー
ム
「
す
だ
ち
ク
ラ
ブ
」
の

ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
映
画
「
モ
ン
ゴ
ル

野
球
青
春
記
」
の
パ
ネ
ル
な
ど

問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の
ま
ち
推

進
課
（
☎
22

－

１
２
９
７
）
へ

公
共
下
水
道

受
益
者
負
担
金
の
納
付

　

平
成
25
年
度
の
納
付
書
は
８
月

上
旬
に
受
益
者
に
送
付
し
ま
す
。

　

納
付
対
象
は
、
分
割
払
い
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
や
、
平
成
24
年

12
月
ま
た
は
平
成
25
年
度
か
ら
供

用
開
始
に
な
っ
た
土
地
で
、
猶
予

を
受
け
ら
れ
て
い
た
方
な
ど
で
す
。

納
期　
８
月
・
11
月
・
２
月

口
座
振
替
の
手
続
き　
口
座
振
替

（
分
割
支
払
い
の
み
）
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、次
の
金
融
機
関
に「
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
７
月
16
日
㈫
ま
で

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
波
銀
行
・
徳
島
銀
行
・
四
国
銀

行
・
高
知
銀
行
・
阿
南
信
用
金
庫
・

四
国
労
働
金
庫
・
阿
南
農
業
協
同

組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22
－

１
７
９
６
）
へ

「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」全国大会 2013年
10月

「
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）」

分
科
会

『
Ｄ
Ｖ
の
な
い
地
域
づ
く
り
～
男
た
ち
の
挑
戦
～
』

　
　
　
　
　
　
　
　

福
本
尚
子
さ
ん　

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
徐
々
に
浸
透

し
、
男
性
の
意
識
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
の
に
、

Ｄ
Ｖ
は
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と
考
え
る
人
が
ま

だ
ま
だ
多
い
の
が
現
状
で
す
。
身
近
な
対
人
関
係

を
見
直
し
て
、
性
差
別
や
暴
力
に
男
性
自
身
が
気

づ
く
こ
と
、
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
で
、
男
性
も
楽

に
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
気
づ
い
た
男

性
を
地
域
に
増
や
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
性
差
別
や

Ｄ
Ｖ
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
と
い
う
挑
戦

で
す
。

「
日
本
女
性
会
議〈
男
女
共
同
参
画
〉２
０
１
３

あ
な
ん
」の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

募
集
要
項
お
よ
び
参
加
申
込
書
は
、
実
行
委
員

会
事
務
局（
市
民
会
館
男
女
共
同
参
画
室
分
室
内
）

の
ほ
か
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

申
込
期
限　
８
月
20
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参

画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

24

－

３
７
５
０
）
へ

分
科
会
活
動
の
紹
介 

⑹

「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」 成功させよう !

遍
路
道
沿
い
の
石
造
物
（
そ
の
２
）

　

広
報
あ
な
ん
５
月
号
の
「
遍
路
墓
」
に
続
き
、

今
回
は
「
丁ち
ょ
う

石せ
き

」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

丁
石
と
は
、
石
に
目
的
地
ま
で
の
距
離
を
一
丁
、

二
丁
、
三
丁
、
四
丁
…
と
い
っ
た
具
合
に
刻
み
、

１
丁
（
現
在
の
単
位
で
１
０
９
㍍
）
お
き
に
建
て

ら
れ
た
道
し
る
べ
で
す
。「
太
龍
寺
道
・
い
わ
や
道
」

に
は
半
浮
彫
地
蔵
が
彫
ら
れ
た
丁
石
に
な
っ
て
い

ま
す
。
作
ら
れ
た
時
代
は
江
戸
時
代
中
期
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
お
地
蔵
さ
ん
と
し
て

祭
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
丁
石
を
探
し
な
が
ら
遍
路

道
を
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、「
か
も
道
」

に
は
１
㍍
ほ
ど
の
石

柱
の
丁
石
が
あ
り
ま

す
。「
か
も
道
」
の

丁
石
は
南
北
朝
時
代

（
１
３
６
５
年
～
１

３
６
７
年
）
に
建
て

ら
れ
た
丁
石
で
四
国

の
遍
路
道
の
な
か
で

最
も
古
い
石
造
物
に

な
り
ま
す
。「
か
も

道
」
が
四
国
で
最
も

古
い
遍
路
道
と
さ
れ

る
ゆ
え
ん
は
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。

※
「
か
も
道
」
の
丁

石
は
県
・
市
指
定
文

化
財
に
な
っ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課
（
☎
22

－

１
７
９
８
）
へ

かも道の丁石 いわや道の丁石

対象　申請時において建築後５年以上経過した住宅で、次の①～

③の工事に該当するもの（①は必ず実施、②③の実施は自由）

①高さが1.5メートル以上の家具の固定

②現に居住の用に供する部分について行うリフォーム工事

③地震時に倒壊の危険があるコンクリートブロック塀等の耐震

化工事

　※補助対象とならない工事の主なもの

・新築、増築に係る工事

・造園等の外構工事

・電話、インターネット、ケーブルテレビ等の配線工事

・浄化槽設置工事

・解体工事

・５年以内に増築された部分のリフォーム等に係る工事

補助要件　次の事項をすべて満たす必要があります。

・市内に本店を有する建設業者等が施工すること

・補助対象工事に要する経費の合計が20万円以上であること

・補助金の交付決定後に着手し、平成26年３月31日までに完

了報告書の提出ができること

・木造住宅耐震改修支援事業等による補助を受けていないこと

補助金額　補助対象経費の５分の１（上限20万円）

受付期間　７月１日㈪～ 31 日㈬　8:30 ～ 17:00

　　　　　（土・日・祝日を除く）

申込方法　申請書（住宅建築課備え付け）に必要事項を記入のう

え、添付書類をそろえてお申込みください。

※郵送等での申請は受付できません。

受付件数　80件　※希望者多数の場合は抽選となります。

受付・問い合わせは　住宅建築課（☎22−3431) へ

住宅リフォーム補助金申請の受付

　同和問題をはじめ、女性の人権、子どもの人権、高齢者の人権、
障がい者の人権など、さまざまな人権問題の解決をめざす啓発活
動の一環として人権啓発標語・ポスターおよび人権作文を募集し
ます。

応募資格　市内に在住・在勤の方、または市内の学校に通学する
児童および生徒

応募部門　【小学校】 ①低学年（１･ ２年）部門 ②中学年（３･ ４
年）部門 ③高学年（５･ ６年）部門 ④小学校特別支援学級・阿南
支援学校小学部低学年（１･ ２年）部門 ⑤同中学年（３・４年）部
門 ⑥同高学年（５･ ６年）部門【中学校】⑦中学校部門 ⑧中学校
特別支援学級・阿南支援学校中学部部門【高等学校】⑨高校・高
専部門 ⑩阿南支援学校高等部部門【一般】⑪市民（ＰＴＡを含む）
部門
応募規定　作品は自作、未発表で、ほかに応募していないものと
します。また、共同で制作した作品は応募できません。ポスター
は、四つ切り画用紙を使用してください。作文は 400 字詰原稿
用紙を使用してください。小学生は３枚程度（低学年は２枚程度）、
それ以外の方は４枚程度とします。
募集期間　８月28日㈬必着
審査方法および発表　審査会で最優秀・特選・入選を決定し、最
優秀・特選については本人（児童・生徒は学校）に通知します。
表彰等　最優秀および特選に選ばれた方には、人権フェスティバ
ルで開催する表彰式で賞状および賞品を贈呈します。また、人権
作文の最優秀作品は表彰式当日に発表していただく予定です。な
お、最優秀・特選作品は、市ホームページで紹介するほか、人権
フェスティバル等での展示、人権教育・啓発資料や物品等に活用
させていただきますので留意のうえ応募ください。
提出先・問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

人権啓発標語・ポスター
および人権作文を募集
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○四国アイランドリーグplus公式戦　21日㈰ 18：00～　徳島VS愛媛

○第 2回WinWin ！水素水ドリームカップ
　全国ベースボールトーナメント徳島大会
　７日㈰・14日㈰・15日㈷・21日㈰　8:30～17:00

○第17回西日本生涯野球大会
　27日㈯　10:00～15:00　28日㈰　9:00～14:00

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！JAアグリあなんスタジアム
７月の日程

ＦＭ徳島パーソナリティーの近藤公美さんが、
阿南市民の横顔を紹介！ラジオを聞いてリス
ナープレゼントを GET しよう！

７月のゲスト（予定）
  4日　阿南風景百選夏の風景部門大賞受賞者　松浦　孝さん
11日　阿南市KITT賞賛推進会議会長　湯城 豊勝さん
18日　阿南市阿波踊振興連盟会長　二宮 恒雄さん
25日　阿南の夏まつり実行委員会　兼松　功さん
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日　16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組
GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

■展示コーナー　10:00 ～ 20:00
　※初日は12:00から、最終日は催しによって終了時間が異なります。

プチフラワー・たぬき工房	 ６日㈯まで
富岡公民館生涯学習作品展	 ９日㈫～18日㈭
野球関連グッズ展示	 23日㈫～８月18日㈰

■体験コーナー参加者募集中
阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中 !

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

７月の催し光のまちステーションプラザ

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

交
換
予
定
地
区　
福
井
町
、
津
乃

峰
町
、
見
能
林
町
、
宝
田
町
、
那

賀
川
町
（
平
島
・
今
津
）

交
換
予
定
期
間　
７
月
～
平
成
26

年
２
月

※
実
施
前
に
各
戸
に
通
知
し
ま
す
。

●
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い　
　

　

水
は
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
水
道
部
業
務
課

（
☎
22

－

０
５
８
７
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

子
ど
も
の
非
行
防
止
に
ご
協
力
を

　

い
よ
い
よ
夏
休
み
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
時
期
、
子
ど
も
が
非
行

に
走
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
域

社
会
全
体
で
厳
し
く
も
温
か
い
目

で
子
ど
も
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
対
し
、
身
の
回
り
に
は

常
に
自
分
の
こ
と
を
気
に
か
け
て

い
る
「
大
人
の
目
」
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
電
話

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
（
☎
０
８
８

－

６
２
５

－
８
９
０
０
）

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０
８

８

－
６
２
３

－

７
３
２
４
）

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

【お詫びと訂正】　広報あなん５月号に掲載した内容に誤りがありました。
お詫びし、訂正いたします。

●吹田文明氏の版画作品名（P16）
　　（誤）「雨に散りし友に捧ぐⅡ（戦後 50 年の鎮魂詩）」
　　（正）「南に散りし友に捧ぐⅡ（戦後 50 年の鎮魂詩）」
●市役所電話番号案内
　（誤）　　　　　　　　　　　　　　（正）
　介護・ながいき課	 22−1793	 介護・ながいき課	 22−1793
　　　　 〃 　　	 22−8064	 保 険 年 金 課	 22−8064
　保 険 年 金 課	 22−1118　　　　 〃	 22−1118

日　　時　７月21日㈰ 18:00～ （受付17:00） 
　　　　　※小雨決行で、中止の場合は８月25日㈰に延期
対戦カード　徳島インディゴソックス ＶＳ 愛媛マンダリンパイレーツ
場　　所　ＪＡアグリあなんスタジアム
対　　象　25歳以上49歳以下の独身男女
定　　員　男性30人、女性30人
参 加 費　男性4,000円　女性3,000円 (入場料、グッズ・飲食クーポン付）

内　　容　カップリング投票あり
受付期間　７月12日㈮まで ※定員になり次第締切
申込方法　住所・氏名・年齢・性別・

電話番号を、電話または
電子メールでお申込み
ください。

申込み・問い合わせは　徳島インディゴソックス球団
（☎ 088 − 679 − 8915）へ　e-mail：t-info@iblj.co.jp

恋活イベント参加者 大募集！
Baseball Coupling Party　～恋のトライアウト～第２

弾

幸
せ
は
人
権
学
習
か
ら

新
野
隣
保
館
長

堀 

崎 

正 

勝 

さ
ん

　

今
か
ら
15
年
前
の
平
成
10
年
に
は
、「
21

世
紀
は
人
権
の
世
紀
」
ま
た
は
「
人
権
と
共

生
の
世
紀
」
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
明
る
く
平
和
な
社
会
と
な
る

こ
と
を
人
類
共
通
の
願
い
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
社
会
の

一
日
も
早
い
実
現
に
向
け
て
、
阿
南
市
で
は

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会
を
中
心
に
行
政
機

関
や
教
育
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
同

和
問
題
の
解
決
を
基
軸
に
据
え
て
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
す
べ
て
の
人

の
差
別
意
識
の
払
拭
に
は
至
っ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
同
和

教
育
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
過
去
の
時
代

に
比
べ
る
と
、
人
の
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
高
校
教
師
と
し

て
現
職
の
時
に
は
生
徒
の
就
職
に
関
し
て
公

正
な
選
考
が
さ
れ
ず
、
公
務
員
採
用
試
験
に

つ
い
て
も
、
一
般
企
業
で
の
採
用
試
験
や
面

接
試
験
で
も
差
別
選
考
が
極
め
て
当
た
り
前

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

私
が
進
路
指
導
を
担
当
し
た
時
に
、
あ
る
生

徒
の
差
別
選
考
事
象
に
遭
遇
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
そ
の
頃
、
富
岡
東
高
校
の
中
村
先

生
や
小
松
島
西
高
校
の
藤
井
先
生
な
ど
が
中

心
に
な
っ
て
「
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
14
項

目
」
を
作
成
し
、
当
時
の
高
校
校
長
会
や
県

商
工
労
働
部
や
職
業
安
定
所
に
働
き
か
け
て

協
力
を
し
て
も
ら
い
、
後
に
全
国
に
広
ま
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、

そ
の
こ
と
に
抵
触
す
る
企
業
は
ほ
と
ん
ど
無

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
苦
労
が
実
を

結
ん
だ
こ
と
は
今
で
は
喜
び
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
生
の
結
婚
問
題
に
つ
い
て
も

う
れ
し
い
便
り
を
も
ら
い
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。
娘
の
結
婚
に
つ
い
て
反
対
し
て
い

た
お
母
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
す
。

　
「
先
生
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

４
年
前
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
の
時
は
私
も

『
同
じ
人
間
や
の
に
』
と
思
い
、
差
別
を

し
て
は
い
け
な
い
と
よ
く
よ
く
わ
か
っ
て

お
り
ま
す
の
に
、
親
類
か
ら
ど
う
い
っ
て

反
対
さ
れ
る
か
と
私
た
ち
両
親
も
反
対
し

た
の
で
し
た
。
娘
に
結
婚
で
き
な
い
と
申

し
ま
し
た
ら
、
一
晩
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
い
つ
も
９
時
ま
で
に
は
帰
っ
て
く

る
の
に
、
あ
の
日
は
11
時
が
来
て
も
帰
っ

て
こ
な
い
の
で
、
は
じ
め
て
先
方
様
の
男

性
の
お
宅
へ
電
話
を
し
ま
し
た
ら
、
２
人

で
車
に
乗
っ
て
出
て
行
っ
た
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
一
晩
中
心
配
で
眠
れ
ず
朝
警
察
へ

知
ら
せ
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
朝
、
先
生

と
一
緒
に
家
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
先
生
か
ら
、
こ
ん
こ
ん
と
お
話
し

を
聞
か
さ
れ
、
私
も
か
わ
い
い
娘
の
幸
せ

の
こ
と
な
ら
と
、
そ
の
時
は
ま
だ
半
信
半

疑
の
ま
ま
で
先
生
に
仲
人
を
お
願
い
し
て
、

つ
い
に
娘
の
結
婚
を
許
し
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
４
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ

娘
は
と
っ
て
も
大
事
に
し
て
い
た
だ
い
て
、

幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
先
月
孫

も
生
ま
れ
ま
し
た
。
結
婚
を
許
し
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
以
上

に
主
人
は
反
対
し
て
お
り
ま
し
た
の
に
、

今
は
と
っ
て
も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
先
生

の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
当

時
は
、
娘
が
被
差
別
部
落
出
身
の
男
性
と

結
婚
し
た
と
は
人
に
正
直
に
お
話
し
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
だ

っ
た
ん
だ
ろ
う
と
今
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
先
生
は
ご
退
職
後
、
隣
保
館
に
お
勤

め
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
一
日
も
早
く
差
別
の
無
い
社
会
に
な
っ

て
、（
み
ん
な
に
）
幸
せ
な
結
婚
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
お
元
気
で
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。・
・
・
・
・
・
・
・
」

　

お
手
紙
で
す
か
ら
多
少
省
略
は
し
ま
し

た
が
、
こ
の
お
母
さ
ん
の
よ
う
な
理
解
者

が
一
人
で
も
多
く
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
徳
島
県
に
お
い
て
は
、
10
月
11

日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て

「
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉
２

０
１
３
あ
な
ん
」
が
阿
南
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、11
月
23
日
か
ら
２
日
間「
第

65
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
」

が
徳
島
市
の
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
を
主
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
機

会
を
と
ら
え
て
参
加
し
て
勉
強
す
る
こ
と

が
、
自
ら
の
心
の
解
放
に
つ
な
が
り
、
差

別
の
無
い
明
る
い
社
会
の
実
現
に
結
び
つ

い
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
思
い

や
り
の
心
は
、
人
の
喜
び
や
悲
し
み
・
痛

み
へ
の
共
感
心
が
で
き
、
深
い
や
さ
し
さ

の
心
を
持
つ
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
人
権
に
対
す

る
思
い
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

阿南de愛隊が贈る

⑶

同
和
問
題
講
演
会

日
時　
７
月
27
日
㈯　

午
後
１
時

20
分
～
３
時
20
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

ホ
ー
ル

演
題　
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
と

部
落
女
性
の
課
題
」

講
師　
㈳
部
落
解
放
・
人
権
研
究

所　

啓
発
企
画
室
長　

中
田
理
惠

子
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
７
月

18
日
㈭
ま
で
）

※
駐
車
台
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

北の脇海水浴場・淡島海水浴場
海開き　７月１日㈪～８月20日㈫

海水浴シーズン到来！

問　商工観光労政課（☎22−3290）へ
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